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Sectarianization: Mapping the New Politics of the Middle East, edited by Nader Hashemi, 



















『オアシス社会 50年の軌跡 : イランの農村、遊牧そして都市』後藤晃編. 御茶の水書房、
2015. 
 イランのオアシス大農業地帯マルヴダシュト地方において、1970 年代から 40年にわたり調




内容は、地主制度や農業を中心とした第 1 部（第 1章 地主制と村の農民、第 2章 農政の







4 章 遊牧民定住村 40 年のあゆみ、第 5 章 農民経済の発展と地域市場、第 6 章 イラン革
命とイスラム農地改革、第 7章 マルヴダシュト地方の水利と社会）から成る。地主による大
土地所有から 1960 年代の地主制の廃止、そして 1979 年イラン革命後の農民への農地分配と
いった土地所有制度の変遷と、それが形成してきた農業のあり様、地域経済、村落社会の変化
が詳細に描き出されている。編者が意図したように、一地方の激動の時代を切り取った記録と
して、読み応えのある 1 冊となっている。 
 
Animation in the Middle East: Practice and Aesthetics from Baghdad to Casablanca, 















ィファーダ”（第 7 章）、イスラエルのアニメーションが抱える表現の問題（第 8 章）、卓越し
た個人による作品から豊かな地域の協力とイニチアチブを誇るものへと進化したエジプトのア
ニメーション（第 9 章）、抑圧的な体制下で政治風刺として機能してきたリビアのアニメーシ
ョン（第 10 章）、権威主義体制に相対するチュニジアのアニメーション制作と放映（第 11章）、
モロッコの IT 技術を駆使したアニメーション（第 12 章）の 12 か国で、時代的にも地域的に
も中東のアニメーションの発展を一望できる資料である。 
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